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昭和28年度中間試験研究の展望

特別砿究審議委員会委員長藤高周平

　生産技術研究所では，基礎的な研究を終ったものにつ

いて，これを実用化する確実な見透しを得るために，昭

和25年以来中間規模の試験あるいは試作を行う「申間

試験研究」を実施している．その件数は昭和29年度で

延べ73件に達し，この中には2年，3年，5年という

ように長期に継続して実施している研究もある．工学的

研究を工業的生産と結びつける意昧で，この中間試験研

究を重要視していることは当然であるが，予算上の制限

もあり，毎年度所内の特別研究審議委員会で討議しで，

課題を決定することになっている．

　さて昨昭和28年度の中間試験研究は，年度当初に決定

した以後，二三の題目の追加もあって，結局14件が実

施され，その研究費は約1，300万円を使用した．以下

それらについて展望してみたいと思う．

1・電気計測器の試作並びに較正設備

　星合所長を主任担当者とし，本所第3部の教官が協力

している．この目的は各種の電気計測器の修騒・較正を

行い，また各種の電子管式測定装置とその附属要旛の試

作・試験に応じうる設備をつくることで，各部面で電気

的測憲並びに制御がますます広まっている点で，直接闘

接研究を稗益するところは大きいものと考える．28年度

はその第1着手として，直流の各種標準計器，交流の一部

標準計器が標準器室に整備された・，その他LCRの測定

試験や，試験設備に伴って開発された整流電源は，0，2

％程度の長時間安定度を有する真空管陽極電源装躍とし

て，部内の依頼により設計・製作が行いうる段階に達し

ている．

2．6要禦高速度ブラウン管オシログラフ

　昭和15年，藤高研究室では本邦で初めて単要素高速

度ブラウy管オシログラフを設計し，更に製品化した。

その後高電圧瞬時現象観測用として衝撃電圧試験その他

各方面に利用され，効果を挙げたが，多現象同時測定の

目的から次第に多要素のものが要求されるようになっ

た・電力系統の測定には更に多要素の3相2回線6本線

の現象を同時に測定することが要求される．

　今回の中間試作としては，研究室での多年の経験を取

りいれて模範的な完備した製品化を例示することにつと

めた．工作もほとんど生蘇内の工作力を利用し，6要素

としての融醸ブラウy管・6・7tgの外に・中性点電圧測簿

等に使用するためのブラウソ管1本，モ＝ターとしての

残光性ブラウソ管1本を加えて8本のブラウソ管を使用

するもので，8月頃には完成する予定である．

　3・流体変遠機並びに特殊緩衝装置付小型自動庫

　　　の研究

　主任は平尾収助教授で，外に4名の教官が加わってい

る．流体変速機を自動車に取付けた場合その馬力荷重，

終減速比等，自動車の根本設計を再検討する必要のある’

ことが，理論的解析の結果分ったが，試験車にょって実

験的にもそのことが裏付けされ，性能の検討方法を確立

することができた．また，懸架装置については，亘理助

教授の特殊な設計になる3枚の重ね板ばねは，製作費が

安く，性能のよいことが立証された．

4．自鮪鰯の応用

　高橋安人教授を主任とし，2部，3部の教官が分担して

いる砥究である．この研究は大体3つの研究分野に分れ

て進めているが，プロセス制御については，高橋研究室

で3動作プロセス自動調節器の充実を中心として研究が

進められ，大島研究室では前年度に製俳したプロセス制

御系アナPtグ回略に特殊テープレコーダを試作追加し長

時間のデヅドタイムを正しく再現できるようになった．

　また沢井研究室では，整備した各種の制御用電気機器

の特性検討と速度制御の実験を行った．野村研究室では

既に制御系の解析に便利な電子管式アナログ・コソピュ

ータを完成し，これによって諸問題の検討を行った．

5．工業界における高速度現象の解析に関する研究

　高速度写真委員会の平田森三委員長を主任とし，本所

の高速度写真研究班が一団となって推進している研究で

ある．既に購入されたFastax高速度カメラ本機，各種

レyズの外に，閃光放電管装置等カメラ附属品と解析編

集用設備の充実につとめた．またBel1＆Howell製16

mm磁気録音映写機なども備えつけることができ各種の

高速度現象の写真解析に応じ得るようになった．最近実

施された主な研究は，橘助教授の関係する「焼入時の沸

謄に関する研究」その他所外からの委託を含めて12件

に逮している．

6．光学飽薄膿の実用化に関する研究
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　主任，久保田広教授の創始になる研究で，今回の研究

の目的は，非金属多層干渉フィル9一の設計，データの

　　　　小型三軸試験機全景（本S7の項＃照）

集積とその製法の確立にあワた，多層膜干渉ブィルター

の特性は，吸収がない非金属膜を用いるために，反射光

と透過光とか，互に完全な補色になることと，波長の範

囲に無関係に種々の分光特性をもつフィルターができる

ことであワて，従来の染料フaルターでは不可能な種々

の特性が与えられる．またtWt’の多層膜の分光特性の厳

密な計算が行われ，集積されたデータは，本邦唯一のも

のと考えられる．

　7．　三軸試験機の改良と試験の実用化

　本所第5部，星埜和教授の三軸試験の基本研究は，既

に数年来行われ，その結果に基いて土の変形と降伏の法

則を確立することに最近一応その完成をみたものであ

る．これに伴って三軸試験機を改良して，載荷速度の調

節装置，間waE，測定装置，体積変化測定装置を試作し

かつアスファノレト系材料の研究を行うため必要器具をも

整備したので，これらの試作機は間もなく実際に使用で

きる予定である，

　8．溶銑の恒温度吹精並びに復硫機構の研究

　主任は金森九郎教授，恒温度吹精の研究のために28

年度中に，別途予算で167kVA高周波誘導電気炉が建

設され，その特別工場が具体化した，この試験工場での

「恒温吹精の研究」は，．29年度に延期し，28年度にはその

予備実験として温度測定法の確立と復硫機構の解明とが

行われた．以上の研究にょり，恒温度吹精用の信頼でき

る温度測定方式としてPt－Pt・Rh熱電対とアルミナ保

護管一カーボソシースの組合せを確立したことと，酸化

吹精に伴う復硫の機構がFeQの増加に基くものである

ことを実験的に確認した等の研究成果が得られている，

　9．　放射性同位元素の工学への応用研究　．

　この研究は，放射性同位元素委員会谷安正委員長を主

任とし，本所の各部から十数名の教官が参加し行ってい

るものである．谷教授，加藤助教授を中心として早くか

ら推進されたこのアイソトープの応用の研究は各方面で

発展を見ているが，28年度各委員によワて実施された研

穿に，AgtleによるAgCIに関する研究，振動容量型電位

計に関する研究，火花放電特性の改良研究，国産オーh
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ラジナグラフ用乾板の感度に関する研究その他6件を数

えている．

　10．接合型トランジスタの製法

　第3部，高木昇教授が主任とな［），第1部，第4部の

教官も協力している．この研究は，28年度下半期から着

手したものであるが，粗ゲルマニヴム粉末より極高純慶

ゲルマニウム多結晶イソゴットの製作，ゲノレマニツム単

結晶製作装置の完成，機械的にゲルマニウム細片を製作

する見透しをつけたこと，化学的腐蝕，裏面処理方法の

研究，エミ・7タ及びコレクタ接合部製法の研究等が検討

された．

　11．　微分解析機の試作

　竹中規雄教授を主任とし，これに渡辺勝技官その他数

名の教官が加わり，この試作機の完成につとめている，

昭和25年度より継続し，28年度は，27年度までに完成

した部分の各種試験を行うと共に，連結装置の増設，入

力卓2台の増設と電気設備等が建設され．これで累計演

分機4台，出力卓1台，入力卓3合及び連結装置という

現状である．この解析機室の設備は特に精度の高い結果

が得られるよ5に整備されたもので，既に同期電動機の

回転子の非線型振動特性，コバルト原子のハートV一場

の計算，r線による重水素核の陽子と中性子“の分解確

率の計算等が行われ充分実用価値を発揮している．

　12．　高温金相用電子顕微鏡

　谷安正教授が主任となワて研究試作している．従来本

邦で作られたこの種の電子顕微鏡の分解能は5μ程度に

止まっていたが，本試作は高温における金属の表面組織
　　　　　　　eの変化を1，500A程度の分解能をもワて撮影できる表面

放出型電子顕微鏡を完成することである，既に本体部品

が製作され組立に移．，ている，

　13．　建築的処置にょる騒音防止対策のための振動測

　　　　2装置の試作

　主任は渡辺要教授で，外に坪井善勝教授が研究の一部

を担当したものである．本研究では，振動計，振動分析

器及び振動の分析用としての録音装圏を試作することに

あって，le～3，000サイクル毎秒の振動を分析すること

ができる．既に組立てられ調整もすんで，実用の域に逮

している．

　14．工業分析の自動化

　岡宗次郎教授外6教官が研究に従事しでいる．工業分

析自動化の問題として本所の取上げたものは，大別して

電気化学的分析法の自動化と分光吸収分析の自記化の二

つであり，28年度においては，前者に主力を注いだ．そ

の結果，交流プリヅジ式微分ポーラPグラ7装置（直洗

ポーラログラブは前年度に完成），全真空管式自動定電位

電解装置及び示差自動滴定装置等の完成を見た，
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